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地域連携活動の概要

連携先の企業等の意⾒または評価
【連携した結果に対する意⾒または評価】※公⺠館まつり参加者の⽅の感想
「椎茸⼊りカレー、とても美味しかったです。また椎茸の良い点(免疫⼒アップ、⾎液サラサラ、腸内環境を整える)と新たなレ
シピを教えてもらったので、購⼊した椎茸を使って、いつもとは違う料理をしてみようと思います。」
「公⺠館から歩いていける距離に、椎茸農園があるのは知りませんでした。地区のウォーキングマップのルートに⼊っている場
所になるので、夫婦でウォーキングがてら椎茸を買いに⾏きたいと思います。」
【今後の連携強化に向けた課題】※公⺠館まつり実⾏委員会の⽅の感想
「地域の活動やイベントは、団塊の世代の⾼齢化に伴い、年々希薄になってきています。とらいあんぐるさんの椎茸の様に、地
元で作られた農作物や⾷品を活かしながら、栽培や収穫体験などを取り⼊れた体験学習を世代問わず⾏うことで、『地元愛を感
じる、⾷を通じた地域のつながりづくり』に取り組むことは、とても⼤切なことだと考えています。

連携先企業名 （公財）広島市⽂化財団 倉掛公⺠館 担当者名 ⼤須賀 道子様

【活動場所】倉掛公⺠館・倉掛児童館
【実施日程】令和７年１１月８日・９日
【実施した⽣産活動・施設外就労の概要】倉掛公⺠館まつりの
実⾏委員会に加わり、まつりの企画運営と弊社で栽培した椎茸
の販売と⾷事の提供
【利⽤者数】３名

【活動の様子の写真】

【成果物の写真】

【活動内容の追加コメント】椎茸⼊りカレーライスを提供。同
時に⽣椎茸、乾燥椎茸、粉椎茸の販売を⾏う。

【地域連携活動のねらい】地域づくり活動拠点である倉掛公⺠
館まつりに参加し椎茸販売や⾷事の提供を⾏うことで、地産地
消に取り組む弊社の認知を広め、売上増加につなげる。
【地域にとってのメリット】地元で育てた安全安心な⾷べ物の
存在を知り、地元愛と地産地消への意識が⾼まる。
【利⽤者にとってのメリット】顔の⾒える関わりを通じて、⽣
産者としての自覚とともに、美味しいと喜ばれることによる自
分の仕事への誇りとやりがいを感じることができる。

【実施した結果】販売した椎茸は全て完売。地域住⺠の⽅との
関わりだけでなく、実⾏委員会での事前準備を通じて、地元に
根差した様々な組織団体との関係構築につながり、地元におけ
る弊社の存在を知って頂く良いきっかけとなった。
【得られた成果】利⽤者が直接お客さんの声を聞くことがで
き、⽣産者としての自覚とやる気を⾼めることができた。
【課題点】週末を利⽤したおまつりイベントとなるため、活動
に参加できる利⽤者⼈数に限りがあること。

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 サポートセンターとらいあんぐるＡ型 事業所番号 3410118974

住 所 広島市安佐北区倉掛２丁目１５－２０ 管理者名 小池 宏典

電話番号 ０８２－８４３－０１６１ 対象年度 令和７年度

様式１


